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髙階理事長就任式 

令和三年三月一日 社会福祉法人天真会交流センターで 

髙階玉光新理事長の就任式が行われました。 
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こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
天
真
会
理
事
長
を
お
勤
め

い
た
だ
い
て
い
た
渕
英
徳
老
師
の
後
任
と
し
て
理

事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
前
任
の
三
好
龍
光

老
師
、
渕
英
徳
老
師
の
後
任
と
し
て
は
誠
に
非
才

で
は
あ
り
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
未

だ
世
の
中
は
震
撼
と
し
て
い
ま
す
。
天
真
会
に
お

き
ま
し
て
は
現
在
の
所
一
人
の
感
染
者
も
出
さ

ず
、
感
染
予
防
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
事
は
、
何

よ
り
も
職
員
一
同
の
ご
尽
力
、
そ
し
て
入
所
者
の

方
々
の
深
い
ご
理
解
に
よ
る
も
の
と
感
謝
い
た
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
コ
ロ
ナ
は
じ
め
感
染
症

対
策
に
心
が
け
て
参
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
い

よ
い
よ
進
ん
で
い
ま
す
。
八
十
歳
以
上
の
方
が
一

千
万
人
を
超
え
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
未
曽
有
の

事
が
起
き
て
い
ま
す
。
八
十
歳
ど
こ
ろ
か
九
十
歳
、

百
歳
、
そ
れ
以
上
長
寿
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
人
類
史
上
未
知
の
世
界
に
入
っ
て
い
る
」
と
い

う
宗
教
学
者
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
昔
は
立
派
な

老
人
扱
い
だ
っ
た
世
代
が
、
今
は
現
役
で
あ
り
「
七

十
、
八
十
は
洟
垂
れ
小
僧
」
な
ど
と
言
わ
れ
か
ね

な
い
状
況
で
す
。「
人
生
五
十
年
」
と
い
っ
た
の
は

昔
、
今
は
「
人
生
百
年
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
昔
は
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
、
と
い
う
の
が
高
齢
者
に
対
す
る
敬
意
や
誉
め

言
葉
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

今
は
あ
ま
り
足
腰
の
こ
と
は
言
わ
ず
「
頭
が

し
っ
か
り
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
う
の

が
評
価
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

最
近
は
体
の
丈
夫
な
高
齢
の
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
三
つ
あ
る
そ
う
で
す
。

一
つ
は
栄
養
、
二
つ
目
は
医
療
の
発
達
、
三

つ
目
は
健
康
知
識
の
普
及
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

病
人
も
、
亡
く
な
る
人
も
増
加
す
る
。
そ
ん

な
中
で
生
き
抜
く
高
齢
の
方
々
は
歴
戦
の
強

者
揃
い
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
気
に
な
る
の

は
、
何
と
い
っ
て
も
認
知
症
で
す
。
そ
れ
に

関
し
て
は
現
在
の
所
、「
治
せ
な
い
、
治
ら
な

い
、
防
げ
な
い
」
こ
の
三
つ
は
常
識
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
代
は
生
き
方
、
老
い
方
は
、

昔
と
は
違
い
、
ま
し
て
去
り
方
は
、
す
っ
か

り
一
変
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
改
め
て

覚
悟
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
元
気
で
長
生
き
」と
い
う
の
は
、

私
た
ち
人
間
の
理
想
で
す
。
希
望
で
あ
り
、

欲
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
や
は
り

要
介
護
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
望
ん
で
高
齢

の
方
々
が
、
幸
せ
な
老
後
を
生
き
て
い
く
施

設
や
、
多
く
の
人
た
ち
の
深
い
理
解
と
支
援

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
人
間
関
係
の
繋
が
り
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う
「
絆
」
と
い
う
発
想
は

十
分
に
理
解
で
き
ま
す
。「
青
年
だ
け
が
荒
野

を
目
指
す
の
で
は
な
い
。
老
人
も
ま
た
荒
野

を
目
指
す
時
代
な
の
だ
。」
五
木
寛
之
さ
ん
の

言
葉
で
す
。 

マットも抗菌仕様にしました。 
飛沫感染防止対策にパーテーションを
設置しました。 

長いすを抗菌仕様に変更しました。 

各施設感染対策をしています 



 

 

  

観桜会やお誕生会などの食事は旬
の食材が並び毎回好評です！ 

室内でも季節を感じられるよう七夕飾りをみん

なで作りました。 

近くの公園にお花見へ。天候にも恵まれました。 

珈琲紅茶の会を行いました！ 
お盆の御供養 

園児さん達の施設訪問は今年も新型コロナウィルスの影

響で叶いませんでしたが、可愛らしい手作りうちわとメッセ

ージが届きました。 

 

７月２８日土用の丑の日に新宮町「福岡淡水産」の堺社

長よりウナギの白焼きの寄贈がありました。 

月に１回センターで行われるほのぼの売店 

送り火・迎え火 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●苦情申し出  

●経過報告 

博多老人ホーム 
 

●１階共用トイレが頻繁に詰まる 

 

●共用トイレの詰りを取り、排水管の詰りも 

あった為高圧洗浄を行いました。 

 

 

軽費老人ホーム長雲荘 
 

●お風呂場のタイルが滑りやすい所がある。 

改善してほしい。 

 

●１月２０日に滑り止めのマットを購入しま 

した。介護浴室と一般浴室に設置して滑りに

くくなりました。 

養護老人ホームとは 

・常時介護の必要性は無いものの、現在

過ごしている環境では生活が難しく、経済

的にも困難な状況にある６５歳以上の方

が市町村の判定（措置）によって入所で

きる施設です。 

・入所の相談、申し込みはお住いの市区

町村の役所窓口でご確認ください。 

自立した生活を送れるよう機能訓練に特化した介護予防

への取組みや、旬の食材を使用した手作りの食事で心か

ら心へ伝えるサービスを提供しています。 

お問合せ・見学・体験等は下記電話番号まで。 

又はホームページをご覧ください。 

デイサービスセンター/訪問介護  

      ０９２-６０５-６５１２ 

ケアプランセンター  

      ０９２-６０５-６５２１ 

・入所一時金は不要です。 

・必要に応じ介護保険サービスを利用することができます。 

入所相談、見学予約       ０９２-６０７-７２３１ 

当法人施設は、福岡市の東端に位置し、白砂青松、
風光明媚な自然に恵まれています。お気軽にお立ち寄り
下さい。 
社会福祉法人 天真会 
 http://www.tensin-kai.or.jp/hakata 

 

軽費老人ホームとは 

・家庭環境や住宅事情により居宅での生活

が困難な方が、公的な助成によって低額な

料金で入所できるサービスです。６０歳以上

（夫婦の場合は一方が６０歳以下でも可） 
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